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ねらい 学 習 活 動 評価基準 評価方法 資料および指導・援助
戦争直後の １．戦争直後の日本と現在の日本の ＜アー①＞ ○発言内容 ◇ 戦 争 直 後

１ 日本と現在の 様子の変化を資料から考える。 戦後直後の 資料から読 （焼け跡のバ
占 日本の様子を 戦争直後と現在の日本の様子を 日本と現在 み取った内 ラック）と現
領 比べながら、 比べよう。 の様子から、容を発表し 在の東京の写
下 単元を通して ・焼け野原だったところに高い建物 戦後の復興 ているか、 真
の 考えたいこと が建ち、町並みが発展した。 について関 またその内
日 を明らかにす ・家の中に電化製品がたくさん増え、心を高めよ 容を分析す ◇戦前と現在
本 ることができ 生活が便利になった。 うとしてい る。 の家の中の写
る。 ・食料を得るのも大変だったのが、 る。 ○発言内容 真

何でも手に入るようになった。 単元を貫く
＜単元を貫く課題＞ 課題に関わ ◆技術の進歩
戦争に負けた日本がどうしてこ る疑問を持 に着目させる
んなにも発展することができた つことがで
のだろう。 きたか分析
２．課題を解決するためにどんな視 する。
点から考えていったらいいか明確
にする。
・政治の変化 ・産業の変化
・人々の様子 ・世界との関係
戦争直後の日本は、都市や人々の心までも悲惨な状況だったんだな。そんな
日本が今日のように、発展することができたのはなぜだろう。

２ 戦後の混乱 １．第二次世界大戦後、ＧＨＱの占 ◇歴史年表
日 の中で、ＧＨ 領下で行われた改革を調べる。
本 Ｑによる民主 ・財閥解体、農地改革、選挙制度、 ◇財閥の解体
の 化政策がとら 日本国憲法 と独占の禁止
民 れたことや日 ２．ＧＨＱがどんな日本を作ろうと
主 本国憲法が制 したのか考える。 ＜ウー①＞ ○発言内容 ◇農地改革
化 定されたこと ＧＨＱのさまざまな改革によっ 資料から日 資料から読
を理解する。 て日本をどんな国にしようとし 本がどのよ み取った内 ◇日本国憲法

たのだろう うな国をめ 容を発言し
＜政府＞日本国憲法を作って、平和 ざしたのか ているか、 ◇労働の民主
で民主的な人々の権利を大切にす 読み取るこ またその内 化
る国に変えようとした。 とができる。容を分析す
＜女性＞政治に参加し自由な政治活 る。 ◇教育の民主
動ができるようになった。 化
＜企業＞軍需産業を支えた財閥を解
体して、独占を無くし自由に競争 ◇新しい憲法
できるようにした。 のはなし
＜農民＞農地改革によって多くの小
作農が自分の土地を持つことがで
きるようになった。
＜子ども＞軍国主義ではなく民主的 ＜イー①＞ ○ノートの ◆難解な語句
な教育を受けられるようになった。仲間の発表 記述 の意味につい
＜労働者＞法律によって自分たちの から課題に 様々な改革 て 補 充 説 明
権利を主張できるようになった。 対しての自 によって日 し、事実認識
３．改革について人々の受け止め方 分の考えを 本がめざし の 援 助 を す
を考える。 深めている。た国づくり る。
・これから民主的で平等な世の中に を理解して
なっていくと希望を持った。 いるか分析
４．本時のまとめをする。 する。
ＧＨＱは日本を戦争へ導いた力を取り除き、民主的な改革を行った。平和で
民主的な現在の日本の原点は、これらの改革にあったんだな。
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３ 国際連合の １．国際連合が成立するまでの過程 ＜ウー②＞ ○発言内容 ◇ベルリンの
二 誕生後、東西 を知り、東西陣営の国名を調べる。資料から東 資料から読 壁
つ 両 ２．東西両陣営が形成した軍事機構 西冷戦がア み取った内 ◇東西の対立
の 陣営の対立は について調べる。 ジアへ与え 容を発言し
世 厳 し さ を 増 東西の対立と冷戦がどのようにし た影響につ ているか、 ◇朝鮮戦争
界 し、世界を二 て始まり、アジア諸国にどのよう いて読み取 またその内
と つに分け、ア な影響を与えたのだろう っている。 容を分析す ◇ベトナム戦
ア ジアの諸国に ３．冷戦がアジアへ与えた影響を調 ＜エー①＞ る。 争
ジ も大きな影響 べる。 国際連合の ○ノートの
ア をもたらした ・朝鮮戦争 ・ベトナム戦争 成立と冷戦 記述国際連
ことを理解す ・中華人民共和国の成立 のアジアへ 合の成立と
る。 ４．本時のまとめをする の影響を理 冷戦のアジ

解している。アへの影響
を理解して
いる。

二度の世界大戦の反省から、世界平和のために国際連合は成立したのだな。
しかし、アメリカ・ソ連の対立は世界を巻き込み、朝鮮戦争、ベトナム戦争と
アジアに大きな影響を与えたのだな。

４ 我が国が独 １．日本とどこの国が講和条約を結 ＜イー②＞ ○ノートの ◇歴史年表
国 立 す る こ と んだか調べる。 日本が独立 記述
際 で、国際連合 ・中国や東アジアの国とは結んでい し、国際社 日本の立場、◆国際連合加
社 に加盟し、国 ない。 会に復帰で アメリカの 盟国との友好
会 際社会に復帰 ・ソ連、東側の国とも結んでいない。きた理由を 立場、世界 関係に視点を
に できたことを ２．サンフランシスコ平和条約で日 考えること 情勢のうち 持つよう助言
復 理解する。 本が独立できた理由を考える。 ができる。 １つについ する。
帰 世界の動きの中で、日本はどのよ て自分の考
す うにして独立したのだろう。 えが書けて ◇講和条約を
る （日本）新しい制度ができ民主的な いるか分析 結んだ国々
日 国になった。 する。
本 （アメリカ）ソ連との対立が激しく ◇占領政策の

なり、共産主義が増えてくる中で ＜エー②＞ ○ノートの 転換
アメリカは日本を見方にしたかっ 日本が国際 記述
た。 連合に加盟 まとめの中 ◇アメリカに
（世界情勢）国際連合ができ平和に し、国際社 で日本が国 伝えた吉田首
しようという動きができる。朝鮮 会に 復帰で 際社会に復 相の考え
戦争がおきていて、日本のアメリ きたことを 帰できたこ
カ軍基地や日本からの軍需物資が 理解してい とを理解で ◆朝鮮戦争に
必要だった。 る。 きているか 目を向けさせ
３．講和条約を結ばなかった国の理 分析する。 る
由を考える。
・ソ連が調印を拒否したり、中国が
招かれなかったりしたことを考え
るとこの独立はアメリカの都合で
進められた感じがする。
４．本時のまとめをする。
冷戦の影響で日本はアメリカ側の陣営に入ったけれど、独立ができ、他の国
とも後で国交を回復し、国際社会に復帰する事ができてよかったな。
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１ 産業・経済 １．日本の国民総生産の変化につい ＜アー②＞ ○発言内容 ◇国民総生産
日 や科学技術の て資料から読み取る。 日本の経済 単元に関わ の変化
本 急速な発展に ・１９６０年頃から伸びているな。 と国際社会 っての疑問
経 より、国民の 日本の国民総生産がこんなに伸び に関心を高 を持つこと ◆技術の進歩
済 生活が向上し たのはなぜだろう。 めようとし ができたか。に着目させる
の たことを理解 ２．資料から課題を追求する。 ている。
発 する。 （企業努力）品質向上のための工夫 ＜ウー③＞ ○発言内容 ◇日本の輸出
展 （輸出増大）品質向上で世界の信頼 国民総生産 資料から読 入のグラフ

（政府の援助）交通網の整備 の変化を読 み取った内
（世界との関わり）特需景気 み取ってい 容を発言し ◇石油ショッ
３．１９７４年頃に経済成長率がマ る。 ているか、 ク
イナスになった理由を考える。 ＜イー③＞ またその内
・オイルショックによる原油価格の 国民総生産 容を分析す ◆企業の努力
高騰は大きな痛手だった。 の伸びにつ る。 に目を向けさ
４．本時についてまとめる。 いて自分の ○ノートの せる

考えを持つ 記述 自分の
ことができ 考えが書け
る。 ているか。

日本は外国から取り入れた技術をさらに向上させ生産力を伸ばしていった。
それには企業や人々の努力や、それを支える政府の援助があって、日本が一丸
となって努力したのだな。

２ 日本が抱え １．戦後の日本と世界との関わりを ＜ウー④＞ ○発言内容 ◇歴史年表
国 ている国際問 見つける。 日本の抱え 資料から読
際 題について調 ・中国との友好条約 てる問題を み取った内 ◇企業の海外
関 べ、国際社会 ・アメリカとの２度の条約 資料から読 容を発言し での技術援助
係 の中でわが国 国際社会において日本の役割はど み取ってい ているか、
の に求められて のように変わってきたのだろう。 る。 またその内 ◇日中平和友
変 いる役割が大 （アメリカ）沖縄の米軍基地問題 容を分析す 好条約
化 きくなってい （アジア諸国）朝鮮の統一問題 ＜イー④＞ る。
ることを理解 北朝鮮との国交回復 世界の中で ○ノートの ◇ベルリンの
する。 （南北問題）資金や技術の援助 の日本の立 記述 日本の 壁崩壊

（世界情勢）冷戦後のロシアとの関 場について 立場につい
係 考えること て自分お考 ◆難解な語句

２．世界の中での日本の立場を考え ができる。 えが書けて の意味につい
る。 いるか。 て 補 充 説 明
・生産の技術を教えて日本の企業を ＜エー③＞ ○ノートの し、事実認識
さらに大きくしていく。 国際社会の 記述 まとめ の 援 助 を す
・日本ばかり発展していくと、貿易 中で日本に の中で今後 る。
摩擦など、他国とのトラブルもで 求められて の日本の役
てくる。 いる役割が 割が大きく
・北方領土だけでなく、環日本海に 大きくなっ なっている
おけるロシアとの関係を考えてい ていること ことを理解
くべきだ。 を理解して しているか
３．本時のまとめをする。 いる。 分析する。
日本が平和で民主的な国になり、人々が希望を持て努力したことによって技
術を向上させ生活を向上させてきた。日本は世界の国々とどのように関わって
いったらいいのか考えていくべきだ。

３ ２１世紀の １．今日の世界の現状を調べ、日本 ＜ウー⑤＞ ○ノートの ◇貿易摩擦
21 日本にとって が地球社会の中で求められている 今日の世界 記述 ２１
世 必要なことを ことを考える。（４・５時） の現状を資 世紀の日本 ◇地球環境問
紀 調べ、平和で 平和で民主的な地球社会を築くた 料から読み にとって必 題
の 民主的な地球 めに日本はどのようにすればいい 取っている。要なことを ◇冷戦終結
世 社会を築くこ のだろう ＜エー④＞ 調べ、平和
界 との大切さを ・国際協調の平和外交の推進 平和で民主 で民主的な ◇人権に関す
と 理解する。 ・環境問題への取り組み 的な地球社 地球社会を る条約
日 ・発展途上国への援助 会を築くこ 築くことの
本 ・人権を守る との大切さ 大切さを理 ◇南北の共生
４ ２．グループ発表会を行う。（６時） を理解して 解している
・ ３．自分の考えを世界の中の日本の いる。 か分析する。
５ 立場からまとめる。
・ 日本が平和で豊かな国になっていくためには、世界とのかかわりがどうして
６ も大切になってくる。世界の国々との平和の確認や助け合いによってこそ日本
時 が発展していけると思う。


